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概    要  
多囊胞性卵巣症候群（Polycystic ovary syndrome; PCOS）女性が高頻度に卵胞発育障害→不妊症に陥る
メカニズムについて、卵子における growth differentiation factor 9（GDF9）の発現異常が関与している可能性
を検討した。具体的には、本邦の PCOS 女性の病態に深く関わると推測されている LH やアンドロゲンに
ついて、ラット前胞状卵胞における卵子内の GDF9 発現や卵胞発育に及ぼす影響を調べた。LH とアン
ドロゲンはともに、卵子内の GDF9 発現を抑制する一方で、前胞状卵胞の発育を有意に促進した。LH
は莢膜細胞のアンドロゲン産生を介して前胞状卵胞の発育を促進すると考えられた。LH 刺激で増大し
た卵胞では FSH 受容体の発現が有意に減弱していたが、アンドロゲンは卵胞中の FSH 受容体発現に影
響しなかった。以上の結果より、LH/アンドロゲンが過剰状態になると、前胞状卵胞は FSH に対する通
常の反応性を失い、FSH に依存する胞状卵胞以降の発育・成熟も損なわれる可能性が推測された。 



















































【成績】(1) 過剰な LH は卵子内の GDF9 発現を抑
制した。(2) LH は前胞状卵胞の発育を有意に促進
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